
令和６年度茅ヶ崎市災害対策本部運営訓練
（図上訓練）の報告について
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１ 令和６年度訓練の概要

1

日
時

令和７年１月１７日（金）９時００分～１６時００分
★訓練時間 １０時００分～１５時００分

会 場 主に市役所庁舎

参加者
茅ヶ崎市役所職員 （本部員、統括調整部、執行部） ２１６人
関係機関 （茅ケ崎水道営業所、イオン茅ヶ崎中央店）

想定災害
令和７年１月１６日（木）１８時００分、神奈川県東部を震源とするマグ
ニチュード７．３の大規模な地震が発生し、市内で震度６強を観測した
想定で訓練を実施。（発災から１６時間後）

訓練方法
事前に示される「初期情報」や訓練当日付与される「状況付与」などを
基に、応急対策活動を実施するロールプレイング方式。

参観機関

防災関係機関（陸上自衛隊、神奈川県湘南地域県政総合センター、
神奈川県茅ケ崎警察署、東日本電信電話株式会社、東京電力パ
ワーグリッド株式会社、東京ガス株式会社、神奈川県トラック協会、神
奈川中央交通株式会社、茅ヶ崎市社会福祉協議会）
近隣市町村（小田原市、平塚市、寒川町）

※敬称略



総合的な対策を検討するための想定地震を独自に設定
家屋倒壊、延焼火災など被害発生や避難所環境の検討など、総合的な対策の検討に
資する訓練を行うため、「都心南部直下地震」の被害想定を参考にしている。

2

２ 令和６年度訓練の特徴
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各部の課題を反映した総合的な訓練
統括調整部から選出した職員で企画班会議において、都心南部直下地震の課題を抽
出し、令和５年度災害対策本部運営訓練の課題と併せて、本訓練の重点課題を設定し、
企画班会議を中心に重点課題を検討するための状況設定を作成した。

神奈川県災害情報管理システムによる情報共有
本システムのクロノロジー、GIS機能を試験的に運用し、市内の被害状況や対応状況等
について地図情報に落とし込み、庁内で視覚的に情報共有を行う。
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• 被災規模から想定される中長期的な避難生活において、衛生環境の改善
や身体的・精神的負担の軽減など、劣悪な避難生活を早期改善させ、健
康に留意した中長期的な避難生活環境の確立及び災害関連死の防止に
向けた必要措置を検討する。

１ 中長期化を見据えた避難所運営、環境確保

• 在宅避難者や車中泊避難者、自主避難者など市内に散在する避難所外
避難者について、災害関連死防止の観点から状況把握を行うとともに、救
援ニーズの収集と救援物資等の支援を行う。

２ 避難所外避難者の状況把握と支援

• 市としての受給見積に必要な救援物資ニーズを収集し、①備蓄物資の有
効活用、②不足する物資の調達（協定先等への要請）、③プッシュ型救援
物資の供給に備え、物資の集積場所や物資の受領・配送に係る輸送手段
（車両、経路）について検討する。

３ 救援ニーズの収集と救援物資の調達・配布

３ 令和６年度訓練の重点課題
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•多数の住居や家財等を失った市民が、できるだけ早く日常を取り戻せ
るよう、仮設住宅の建設やみなし仮設住宅、罹災証明の発行、支援
金給付等の準備等生活支援全般について検討する。

４ 被災した市民の生活支援全般

•職員の参集状況と各対策の必要人員を把握し、人員の調整を行うと
共に、子育て世代の職員が参集できるよう応急保育の実施について
検討する。※広域応援の要請や受入れ体制の構築も含む。

５ 職員の動員構想

•医療機関の被災状況や断水・停電による医療機能の低下等を踏まえ、
多数発生している負傷者に医療処置を実施できるよう医療資源の有
効活用を検討すると共に、広域応援の受援について調整する。

６ 多数負傷者の医療救護体制

３ 令和６年度訓練の重点課題
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•単純な火災対応を検討するのではなく、延焼火災により影響を受ける
様々な主体への働きかけなど、庁内関係班・部が連携し、総合的な延
焼火災対策を検討する。

７ 庁内一丸となった延焼火災対策

•被災状況（市民、地域、施設、設備等の被災）を念頭に置き、平時とは
異なる具体的な災害広報全般を検討する。

８ 広報対象の多様性と通信手段の制限を考慮した広報の実施

以上の８つの重点課題から、初期情報及び状況付与を作成。

訓練の検証時には、以上の重点課題を基に、各部や統括調整部各班の
活動について確認する。

３ 令和６年度訓練の重点課題
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時間 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 15:00 15:00

活
動
ス
ペ
ー
ス

設
置
訓
練

午
前
訓
練
開
始

第
4
回

本
部
員
会
議

午
前
訓
練
終
了

昼
休
憩

午
後
訓
練
開
始

訓
練
終
了

振
り
返
り

コントロー
ラー

（事務局）

プレイヤー
（統括調整
部・各部）

訓練実施時間

随時、状況付与（被害状況、
関係機関等の活動状況）を
実施

★情報収集・分析
★応急対策の立案
★会議の開催 等

★情報収集・分析
★応急対策の立案

随時、状況付与（被害
状況、関係機関等の
活動状況）を実施

本部員

統括調整
部班長は
庁議室で
振り返り

その他参
加者は活
動スペース
で振り返り

設置
訓練

４ 訓練当日の流れ
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５ 訓練の様子

▲ 訓練に先立ち、訓練参加者が、会議室のレイ
アウト変更、電話やホワイトボード、PCなど備品の

設置を行い、災害対策本部の活動スペースを設置
しました。

▼ 各活動場所で個々に活動を行うだけではなく、
各班や各部にまたがる事象が発生した際は、協議
スペースにて、関係する所属の訓練参加者が集ま
り、対策を検討しました。
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５ 訓練の様子

▼ 保健所部は、市役所内の会議室
に集まり、活動を行いました。

▲ 経営総務部は、活動場所に県災
害情報管理システムを投影し、活動
を行いました。

▲ 消防部は、災害対策本部（本庁舎４
階）に隣接する場所に、消防対策本部を
立ち上げ、活動を行いました。
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５ 訓練の様子

▲ 本部員（市長、教育長、副市長、部局長）や統
括調整部各班長が庁議室に集まり、第４回本部員
会議を実施しました。

なお、会議の様子は、訓練参加者や参観者も視聴
できるよう、本庁舎４階会議室に投影しました。

▼ 会議の中では、統括調整部 総括・情報班長
が、県災害情報管理システムのGISを投影しながら、
市内の被害状況について説明しました。
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５ 訓練の様子

▲ 参観者の皆様には、本市の体制や訓練に関す
る説明を行った上で、本庁舎４階会議室内の活動
を自由に観覧していただきました。

▼ 茅ケ崎水道営業所様には、神奈川県防災行政
通信網のWeb会議機能を利用して、予め用意され

た状況付与を付与していただくと共に、市の訓練参
加者からの質問にお答えいただくなど、双方向の
やりとりを行いました。



ご清聴
ありがとうございました。
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